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65.48W/m2 であったが，Sim-ReSETモデルの RMSEは 58.74W/m2 であった。しかし，Sim-ReSETモデルを適
用する際に，2つの制限があった。1つは大気中の安定度の修正を考慮していないため蒸発散量がやや過大
推定される傾向があること，もう 1つは雲のない晴日のデータのみを利用できること，であった。
審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究では，地表面データを必要とせず，リモートセンシングで観測可能な，純放射量，地中伝導熱キャ
ノピ高，表面温度，気温及びドライポイントに関するパラメータのみで蒸発散量を推定する Sim-ReSETモ
デルを開発した。その過程において，空間解像度の粗い衛星画像から，ドライポイントとウェットポイント
の情報を求める方式を提案し，これらを用いて植生表面温度の最小値と土壌温度の最高値を推定する方式を
確立した。最後に，以上のモデルを中国華北平原に適用し，蒸発散量を推定し，その実測値と比較すること
から，本モデルの精度が高いことを確認した。
　以上のように，本研究はグローバルスケールで水・熱環境を考える際に基本となる蒸発散量を，衛星画像
のみから推定するモデルを開発し，実際の場に適用し，精度を評価した。したがって得られた成果は学術的
に大きいと判断する。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
